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「和歌山市支部・救急救命講習会」の報告

建築確認申請・瑕疵担保保険に関する
講習会開催報告

有田川町どんどん祭り

去る9月13日（日）
和歌山市支部とし
て消防局の協力
の元、救急救命講
習会が行なわれま
した。今回は上級
コースという事でＡ
ＥＤを使った心肺蘇生術や、乳幼児の場合の対処法、気管を
詰らせた場合の対処法、搬送法、三角巾の使用方法など、朝
9時から4時過ぎまで休日１日を潰しての講習でしたが、12名の
参加者が集まりました。
体験講習では照れもあったり緊張からか手順を間違えたりしな
がらも皆真剣に取り組み、ＡＥＤの使用方法も事前に持ってい
たイメージとは違っていたり緊急時に備えるにはとても良い体
験になりました。参加して判った事は緊急時でも冷静に対処で
きるように、又、救命方法も５年程度毎に見直されていくという
事なので、一度切ではなく反復して受講していかなければなら
ないという事。今後も和歌山市支部ではこうした機会を設けて
いければと思います。

和歌山市支部会員委員会 森下順司

主催 那賀支部設計部会

去る９月２６日（土）午後
１時３０分より、紀の川
市打田生涯学習センタ
ー視聴覚室にて、設計
部会の例会といたしま
して「建築確認申請・瑕
疵担保保険に関する講

習会」を開催しました。当日は、暑さ寒さも彼岸までとは、裏腹に
暑いと感じられる中、設計部会のみならず那賀支部全会員に
呼びかけ、４０名の参加となりました。
講師は、前半の建築確認申請に関しましては、㈱総合確認検
査機構から、勝浦敦男
様、山本拓史様、村野
秀文様、後半の瑕疵担
保保険に関しましては
設計部会員で（財）住
宅保証機構検査員の
山本雅彦様にお願い

致しました。
前半の講習は、独自の
資料を基に具体的な
説明で分かりやすく、ま
た、質疑応答も実践的
な内容のものが多く有
意義なものでした。後
半は、統一基準に基づき要点を明確にした解説で、現時点で
の問題点も浮彫りになり、スタートしたばかりの制度ですが建築
主との信頼関係構築の一助となる制度であることが理解でき
る内容でした。
ただ、このような制度の助けがないと、人との信頼関係が築け
ない業界になってしまったことが、現在の建築業界をとりまく厳
しい環境の根本原因のように感じました。
最後に、公私ともご多忙の中、長時間にわたりご説明をいただ
きました講師の先生方、並びにご参加いただきました会員の皆
様にお礼申し上げます。
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紀州さんぽ数珠つなぎ

̶̶̶ 「̶大 野 城」̶ ̶̶̶

紀伊半島２順目となりました「紀州さんぽ数珠つなぎ」、トップバッ
ターの海草支部です。
現在、巷を騒がせている映画「火天の城」みなさんご覧になりま
したか。安土桃山城建築を請負った宮大工・岡部又右衛門の
感動のヒストリーです。何かと話題の映画界で建築が取り上げ
られるのは珍しく、とかく邦画で日本建築が大々的に取り上げら
れることは珍しいです。
そこで、今回はこの話題の映画人気に乗っ取り海草支部に残
る大野城をレポートしたいと思います。
大野城は海南市大野中、長峰山系の東西の尾根上、海南湯

浅道路を南下する際、海南IC手前
あたり左手に見える山の頂上付近
に立地します。歴史は古く、南北朝
争乱期に仁義荘（現・下津町）を
拠点とする南朝方勢力によって築か
れたと推定されます。歴史上脚光を
浴びるのは山名義理の入城からで
す。1378年北朝方の紀伊守護に任
ぜられ1382年藤白城を攻略し、

1385年海南市北野上にある大旗山の篠が城にいる楠木正久
一族を平定して紀伊の南朝勢力を鎮圧しました。そして、府中
（和歌山市）にあった紀伊国守護所を大野郷へ移転したと伝え
られます。山名氏は日本６６か国の内１１か国の守護を山名氏
で占めていたので「六分の一衆」と呼ばれ幕府から警戒されて
いました。その後大内義弘に追われた山名氏は船で由良へ逃
げ熊野、伊勢へ落延びたとされたといわれます。その後、大内義
弘・畠山基国と城主が代わり1460年から1466年の間に守護
所を広城（有田郡広川町）へ移したと言われます。
これらの基本的な知識を元に、現在も残る大野城跡地へ向かう

ことにしました。海南高原に向かう途中、雨の森を越え舗装され
た道も終わり悪路を進むこと数分、大野城跡地へと続く登山道
に辿り着きます。車で走る途中眼下には海南市内を一望できる
スポットもあります。かつて熊野街道と高野街道の分岐点にもあ
たり、日方湾にも近くここが城としての要所であったことは言うま
でもなく、この地にお城
が築かれた理由がよく
分かります。車を道傍ら
に停車させ、ここからは
徒歩にて進みます。まず
は鉄塔を目指し、しばらく
登り道を進み、折り返す
ように城跡へ向かってさらに登っていきます。さらに険しい獣道を
３０分ほど歩いて城跡地に到着です。現在は石碑とお城にまつ
わる解説文が添えられた立て札があるだけの広がった草むら
があります。建物形跡はありませんが、敷地に３つ高低差が現在
も確認できます。資料によれば一番南に位置する高段に桁行
7.8m、梁間3.6mで４間から２間の建物があり、木端葺きもしくは
檜皮葺きの建物があったのではないかとのことです。正に幻の
お城と言っても過言ではありません。
しばし、この敷地にたたずみ、霧曇る景色に目を配っていると（眼
下の景色が見えない状態）あたかもタイムスリップしたかのような
気持ちになりました。現在でも近づくのが困難な状態です。岡部
又右衛門ら同様幾重のドラマがこの場所にあったのであり、紀

州材がふんだんに使わ
れた立派なお城であっ
たと思われます。建築家
の中には日本建築の中
でも城郭建築に感心を
持つ人も少なくありませ
ん。紀州藩第５代藩主

徳川吉宗の鎮座していた和歌山城に比べれば現在は姿も無く
実にひっそりとしたお城跡地です。しかし、この場所にもお城が
あったことはまぎれも無い事実であり、地元で建築に携わる人間
として多くの市民の方にこのお城の事を知ってもらい、後世に語
り継いでいければと思いました。
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協力：海南市教育委員会　矢倉氏
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10月18日（日）晴れ。毎年恒例
の有田川町どんどん祭り（旧
吉備どんどん）が今年も開催
され、例年同様、当会有田支
部が有田建築設計事務所協
会と共催して参加しました。
最近は、中紀建築組合の皆様も力を入れて参加して下さって
います。建築士会のアンケート調査に加え「らくがきコーナー」
「ヨーヨー釣り」「大工さんによる、木材の廃材等を利用した工

作品の展示、即売会」を行い、な
かでも大工さんの手作りによる作
品は大好評で大変賑やかに参加
出来ました。
どんどん祭りのキャラクター「どんど

んキッド」や県の植樹祭の広告キャラクターの「キノピー」も会場
に現れ大変楽しい１日でした。
当会会員の皆様をはじめ、ご協力下さった、事務所協会や
建築組合の皆様は、朝早くから
会場設営や各催しに参加、ご
協力下さり本当に有難うござい
ました。
これからもこういった催しに参加
し、私たちの建築士会をアピールして行きたいと思います。

有田支部 大畑 均


